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沖縄県に生育するテンツキ属の形態と染色体数ＰＳ-18
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テンツキ属（Fjﾉ"brjsZyﾉjs）は、カヤツリグサ科（Cyperaceae）に属する－年生

あるいは多年生の植物で、世界の熱帯、亜熱帯及び暖温帯に広く分布する。奄

美大島以南の琉球列島からは５変種、２亜種を含む２５分類群が報告され、その

うち２２分類群が沖縄県に産するとされている（初島。天野1994)。沖縄県産テ

ンツキ属の形態に基づく分類は、Koyama（1961）やWalker（1976)、初島（1971,

1975）などにより行われているが、Fdjchoroma種群の分類に関しては一致を見

ない。また、沖縄県産テンツキ属に関する細胞学的研究は＋分に行われておら

ず、それらの染色体数や核型などの'情報は限られている。そこで、沖縄県産テ

ンツキ属の分類の再検討と細胞分類学的な知見の収集を目的とし、沖縄県の

様々な場所から採集したテンツキ属植物の外部形態を観察するとともに、採集

した植物の染色体数を調べた。

その結果、採集した植物は形態的に１６の異なるグループに分けられ、このう

ちの４グループは既知の分類群と形態の一致しない未知の分類群であた゜未知

の分類群の１つＦ､ｓｐｌは、外部形態の特徴がFdjchoromα種群に属する狭義の

テンツキ（Ｒｄｉｃｈｏｍｍａｖａｒ.α"""αあるいはＰ・djc/ioromavar・tentsuki）に類似し

たが、痩果と花柱の大きさと形態が記述される狭義のテンツキの形態（Ohwi

l944Koyamal988）と異なった。また，狭義のテンツキの既知の染色体数がＺ

ｎ＝２０であるのに対し、ＦｓｐｌのそれはＺｎ＝10であった。よって，Ｆ・Ｓｐｌは

狭義のテンツキではないと考えられる。従来から沖縄県に狭義のテンツキの生

育を認める説（初島１９７５など）と認めない説（Walkerl976など）がある。沖

縄県で採集され狭義のテンツキと同定されていた標本３点（ＲＹＵ8436,

RYUll678とRYUZ7735）の形態がＦ・ｓｐｌのそれと一致したことは、狭義のテ

ンツキとされて来たものがＦ・ｓｐｌの誤同定である可能性が高く、沖縄県に狭義

のテンツキが生育しないという説を支持する。また､その他の未知の分類群Ｆｓｐ

３及びＰ､ｓｐ４は、その形態からそれぞれカギテンツキ（FXschoe'zojdes）とコア

ゼテンツキ（Ｆαest〃αﾉﾉｺ）であると考えられた。Ｆ・ｓｐ３の染色体数は、カギテン

ツキの既知の染色体数Ｚｎ＝１０と一致した。カギテンツキは，インドから台湾、

オーストラリア北部に分布し，日本では初めての記録となる。コアゼテンツキ

は，インドから台湾，日本の本州と九ﾘﾄ|及びオーストラリア北部に分布し，沖

縄県では初めての記録である。


